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剣崎長瀞西遺跡出土土師器・石製模造品製作関連品/高崎市教育委員会蔵
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令和７年度 高崎市観音塚考古資料館 第��回企画展
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　高崎市剣崎町に所在する剣崎長瀞西遺跡は、朝鮮半島
に出自を持つ渡来人と関係の深い遺跡として知られてい
ます。今回の企画展では、その渡来人も暮らしていたと思
われる古墳時代の集落を取り上げます。
　古墳時代の集落は��軒の住居で構成されていますが、
そのほとんどは中期の５世紀代のものです。中期の住居
からは、豊富な土器類が出土している他に、渡来人が使用
していたと思われる韓式系土器や石製模造品の製作に
関連する特殊な遺物なども出土しています。
　企画展ではこれらの出土品を紹介しながら剣崎長瀞西
遺跡の集落の変遷や特色等について概観し、古墳時代、
特に５世紀代の一地方の社会構造や豪族の地域経営に
ついて考古学的視点から考えてみたいと思います。

日　時 ： 令和７年��月��日(土)　午前�時��分～正午
見学先 ： 平塚古墳・八幡二子塚古墳・八幡六枚遺跡・観音塚古墳・八幡中原
　　　　遺跡・剣崎長瀞西遺跡・若田大塚古墳・楢ノ木塚古墳・峯林古墳
参加費 ： 無料
定　員 ： 先着��人
対　象 ： 小学�年生以上（小学生は保護者同伴）
申込み ： 令和７年��月��日（土）午前�時��分から電話にて受付

日　時 ： 令和８年１月��日(日)　午後１時��分～�時
講　師 ： 酒井清治氏（駒澤大学名誉教授）
定　員 ： 先着��人
申込み ： 令和８年１月６日(火)午前�時��分から電話にて受付

日　時 ： 令和８年２月１日(日)　午後１時��分～�時
講　師 ： 外山政子氏（日本考古学協会会員）
定　員 ： 先着��人
申込み ： 令和８年１月６日(火)午前�時��分から電話にて受付

日　時 ： 令和７年��月��日、��月��日、
　　　　令和８年�月��日、�月８日の各日曜日
　　　　各回とも午後１時��分～２時
申込み ： 不要
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関越自動車道前橋ICから、国道１�・��号経由で約��分
JR高崎駅からタクシー��分
JR高崎駅から信越本線「群馬八幡駅」下車、徒歩��分
JR高崎駅西口➃のりばよりバス約��分、
ぐるりんバス少林山線「観音塚考古資料館」下車
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Kannonzuka museum of Archalogy,Takasaki

剣崎長瀞西遺跡を考えるⅡ
渡 来 人も暮らした古墳時 代のムラ

韓式系土器（��号住居）/高崎市教育委員会蔵土師器（高坏）（��号住居）/高崎市教育委員会蔵

珠文鏡 (�� 号住居 )/
高崎市教育委員会蔵

石製模造品製作関連品 (�� 号住居 )/
高崎市教育委員会蔵

土師器（台付鉢）（���号住居）/高崎市教育委員会蔵

高崎市観音塚考古資料館

交 通 機 関 地 図

関 連 事 業

歴史ウォーク

講演会

◎渡来人の里を歩く－八幡台地の遺跡めぐり－

◎土器から見た東国の渡来人

◎群馬県におけるカマドの導入と剣崎長瀞西遺跡

◎学芸員による展示解説

信越本線時刻表

ぐるりんバス時刻表（高崎駅発）

高崎駅発
下り

群馬八幡駅発
上り
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系統１　乗附先回り 系統 �　豊岡先回り


